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 本研究は、日本各地に所蔵される奈良・平安時代の古鈔本『詩経』を全面的に調

査・閲覧した上で研究を行った。現存する日本の古鈔本『詩経』の全貌と学術史上の

意義を明らかにした。まず、東洋文庫所蔵の『毛詩伝箋』は八篇、一百十三行が残さ

れているが、奈良時代（710— 784）初期に書写されたもので、諸鈔本の中で年代が最

も古いものである。敦煌出土の写本、すなわちフランス所蔵 P.2529『毛詩伝箋』と内

容が重なるが、東洋文庫本のほうが時代が古く、六朝時代のテキストの系統に属す

る。また、後世の人に妄りに加筆・修正された痕跡が見つかり、テキストの混乱と誤

認を引き起こす要因となったことが判明した。現存の諸写本の中で、東洋文庫本の価

値が最も高いと言えよう。つぎに、高知大学と天理図書館所蔵の残巻である唐代の

『毛詩正義』の「小戎」・「蒹葭」篇は各一葉が残されているが、筆跡や書式などか

ら、京都市所藏の残巻と本来一つの巻子本の断片で、復元することができる。唐の写

本を底本に、日本人の手によって奈良時代の末・平安時代の初期に転写されたもので

あろう。武田科学財団の杏雨書屋所蔵の南宋時代刊行の単疏本『毛詩正義』を校勘・

研究する上で、重要な意義を持つ。その三、大念仏寺所蔵『毛詩伝箋』二南の残巻は

現存二十篇、三百二十四行で、唐 の 皇 帝 の 名 を 避 諱 し な い こ と か ら 、 遅 く て も

隋の時代の写本の系統に由来するであろうと推定する。そのテ キ ス ト の 性 質 は 非 常

に 複 雑 で 、 三 家 詩 が す で に 混 入 さ れ た も の で あ る 。 宮 内 庁 図 書 寮 所 蔵 の 鎌 倉

時 代 の 写本『 群 書 治 要 』 に 引 か れ た 『 毛 詩 』 も 同 じ く 三 家 詩 の 文 字 が 混 入 さ

れ た と 判 明 し た 。 以 上 の 調査や考察に よ り 、 日本現存の奈良・平安時代の古鈔本

『詩経』の全貌がほぼ把握できた。これらの古鈔本は敦煌・トルファン出土の唐代写

本と比較しても、勝るとも劣らない価値を持ち、日本における『詩経』受容史の考察

や歴代刻本のテキスト校勘研究において、たいへん重要なものであると言えよう。 
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